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塾技 

 
チャレンジ！入試問題 

 

地震    ～大地の変化～ 
 

問題 



 

 

 

1（1）図 2 の装置では，地震で装置の台がゆれると，円筒
とう

とえんぴつも台といっしょに動くため，ゆれを記録するこ

とができない。 

 装置の台がゆれると，円筒とえんぴつもいっしょにゆれるから。 

 

 

（2）図 4 のようにふりこを手に持ち，手を水平に素早く動かすと，おもりはその場にとどまろうとしてほとんど動

かないが，手をゆっくり動かすと，その動きがおもりに伝わり，おもりは手の動きについてくる。図 3 の地震計

では，地震がおきると円筒は地面とともにゆれるが，おもりはゆれないようになっているため，地面のゆれを記

録できる。図 3 の記録で，始めに西側に向かって記録されているため，地面が最初に東の方向にゆれたことがわ

かる。地震計には地面がゆれても動かない点（不動点という）が必要で，おもりおよびおもりにつながれた針
はり

（こ

こではえんぴつの先）が不動点となる。 

 1：ウ，2：ア，3：オ，4：エ，5：カ 

 

 

 

2（1）ア：地震計の記録を見ると，A 地点が最も記録の線の上下の幅が大きい。ゆれが大きいほど上下の幅が大きく

なるので，A 地点のゆれが一番大きかったことがわかる。よって，アは○である。 

イ：小さなゆれは P 波が到着してから S 波が到着するまで感じ，この時間を初
しょ

期
き

微
び

動
どう

継
けい

続
ぞく

時間という。記録よ

り，Bでは，初期微動継続時間は，10－5 = 5〔秒間〕続いている。よって，イは○である。 

ウ：小さなゆれは大きなゆれよりも先に始まるので，小さなゆれを起こす P 波の方が，大きなゆれを起こす S

波より速い。P波はおよそ 6～8km/秒，S波はおよそ 3～5km/秒である。よって，ウは○である。 

エ：小さなゆれを起こす P 波と大きなゆれを起こす S 波は，震源で同時に発生する。よって，エは×である。 

 ア：○，イ：○，ウ：○，エ：× 

 

 

（2）図 5 より，B地点において，P波は 40kmを 5 秒で進んでいるので，P波の速さは，40 ÷ 5 = 8〔km/秒〕とわか

る。一方，D 地点において，P波は 80kmを 10 秒で進んでいるので，P波の速さは，80 ÷ 10 = 8〔km/秒〕とわか

る。よって，P波の速さは一定となることがわかる。同様に，S波の速さも一定で，40 ÷ 10 = 4〔km/秒〕となる。 

 小さなゆれ：ウ，大きなゆれ：ウ 

 

 

（3）       より，初期微動継続時間は震源からの距離に比例するので，グラフは原点を通る直線であるウと

わかる。 

 ウ 

 

 

（4）P地点から観測所 Aまでの距離は，観測所 B までの距離の半分なので，A に P波が到着するまでにかかる時間

は，B に P波が到着するまでにかかる時間の半分となり，5 ÷ 2 = 2.5〔秒〕かかる。よって，観測所 D に情報が

届くまでにかかる時間は，2.5 + 5 = 7.5〔秒〕とわかる。一方，図 5 より，地震が発生してから D で大きなゆれが

始まるまでに 20 秒かかることがわかるので，Dに情報が届いてから大きなゆれが到着するまでに，20－7.5 = 12.5

〔秒〕の余
よ

裕
ゆう

がある。 

 12.5秒 

  

解答 －チャレンジ！入試問題－ 

解答・解説 

答 
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答 

答 

答 

答 

答 


